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購 読 要 項(1996年1月 改訂)

1.発 行 は毎月,年12回 と し,年 間購 読者 を会員 とす る.

2.一 般 会員 は年 間予約購…読料10,000円(送 料 と も)を 前納 する.賛 助 会員 は20,000円(送 料 とも)と する.

払 込 みは郵便振 替 に限 る.口 座番号01050-9-4772泌 尿 器科紀要編集部宛.

3.入 会 は氏 名,住 所 を記入 の うえ泌尿器 科紀要刊行 会宛,は が きかFAXに て 申 し込 め ば所定 の用紙 を送付

す る.

投 稿 規 定(1996年1月 改訂)

1.投 稿:連 名者 を含 めて会員に限る.

2.原 稿:泌 尿 器科 学領域 の全般 にわ た り,総 説,原 著,症 例報告,そ のほかで和文 また は英文 とする.原 著,

症 例報告 な どは他の雑誌 に発表 され たこ とのない内容で な くて はな らない.

(1)総 説,原 著論文,そ の外 の普通 論文の長 さは,原 則 と して,刷 り上が り本文5頁(400字 ×20枚)ま で と

す る。

(2)症 例 報告 の長 さは,原 則 と して,刷 り上が り本文3頁(400字 ×12枚)ま で とす る.

(3)和 文 原稿 はワープ ロを使用 し,B5ま た はA4判 用 紙 に20×20行,横 書 きとす る.年 号 は西 暦 とす る.文

中欧 米語の 固有 名詞 は大文字 で,普 通 名詞 は小文字 で始 め(た だ し,文 節の始 めに くる場 合は大文字),明

瞭 に記載 す る.

(イ)原 稿 の表紙 に標 題,所 属機 関名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者名 の順 で和 文で

記載す る.筆 頭者名 と,2語 以 内のrunningtitleを 付 記す る.

例:山 田,ほ か:前 立腺癌PSAP

(w)和 文 の表紙,本 文 とは別 に,英 文標題,英 文抄 録 をつ ける.標 題,著 者名,所 属機 関名,5語(英 文)

以 内のKeywords,抄 録 本文(250語 以 内)の 順 にB5ま た はA4判 用 紙 にダブルスペ ースで タイプす る.

別 に抄録本 文の和 訳 を添付す る.ワ ープロ原稿可.

㈲ 原稿 は,和 文標 題,英 文標 題,英 文抄録,そ の和 訳,緒 言,対 象 と方法,結 果,考 察,結 語,文 献,図

表 の説 明,図,表 の順 に配置 し,原 稿下段中央部 に和文標題ペ ージ を1と す るペ ージ番号 を付 ける.

(4)英 文 原 稿 はA4判 用紙 に ダブ ルスペ ー スで タ イプ し,原 稿 の表紙 に標 題,著 者 名,所 属 機 関名,Key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文 に準ず)の 順 に タイプ し,別 に標 題 著者名,所 属機関名,主

任名,抄 録本文 の順 に記 した和 文抄 録 を英文原稿の後に添付する.和 文原稿 と同様 にページ番号 を付 ける.

(5)図,表 は必 要最小 限 に とどめ,普 通論文 では図10枚,表IO枚 まで,症 例報告 では図5枚,表3枚 まで と

す る.

図,表,写 真 な どはそれぞれ台紙に貼付 し,そ れ らに対 する説明文は別紙 に一括 して一 覧表 にす る.説 明

文 は英文 とす る.原 稿右欄外 に挿入 されるべ き位 置 を明示 する.写 真は トリミング し,図 表 は誤 りのない

ことを十分確認 の うえ,ト レース して紙焼 した ものが望 ましい.様 式については本誌 の図 表 を参照す る.

写真 は明瞭 な ものに限 り,必 要 な ら矢印(直 接 写真 に貼付)な どを入れ,わ か りやす くす る.

(6)引 用 文献 は必要最小 限に とどめ,引 用 箇所 に引用文 献番号 を入れる.文 献番号 は本文の文脈順 に付す こ と

(ア ルフ ァベ ッ ト順不 可).そ の数は30ま で とする.

例:山 田1●3'7),田 中 ら8'11、13)によ る と…

雑 誌 の場合 一 著者名(3名 まで,そ れ以 上の ときは 「ほか」「ctal.」 とす る)=標 題 雑誌 名 巻:最 初

頁 一最終頁,発 行年

例1)KalbleT,TrickerAR,FricdlP,etal.:Ureterosigmoidostomy:long-termresults,riskof

carcinomaandetiologicalfactorsforcarcinogenesis,JUrol144:lllO-1114,1990

例2)竹 内 秀 雄,上 田 眞,野 々 村光 生,ほ か:経 皮 的腎砕 石術(PNL)お よ び経尿 道 的尿 管砕 石術

(TUL)に み られ る発熱 につ いて.泌 尿紀要33:1357-1363,1987

単 行 本の場合 一 著者名(3名 まで,そ れ以上 の と きは 「ほか」「etaL」 とす る):標 題 書 名.編 集者 名

(3名 まで,そ れ以上の ときは 「ほか」 「etal.」 とす る).版 数,巻 数,引 用頁,発 行所,出 版地,発 行年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharideinhibitorsofcal-

ciumoxalatccrystallization.In:UrolithiasisRcsearch.EditedbyFleishH,Robcrtson

WG,SmithLH,etal.1sted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976

例4)大 保 亮一:腫 瘍病理学.ベ ッ ドサイ ド泌 尿器科学,診 断 ・治療編.吉 田 修編.第1版,

pp.259-301,南 江 堂,東 京,1986

(7)投 稿 にあた って は,本 誌 を十分参考 に して体裁 を守 るこ と.

(8)原 稿 は,オ リジナ ル1部 とコ ピー2部(図,写 真 は3部 ともオ リジナル)を 書留 で送付 す る.万 一にそ

なえて,コ ピー を手元 に控 えてお くこと.

(原稿送付先)〒606-8392京 都 市左 京区聖護院 山王 町18メ タボ岡崎301号 泌 尿器科紀要刊行会宛

3.論 文の採 否:論 文の採否 はEditorialboardの メ ンバー による査読審 査の結果 に従 い決定 され る.た だ し,

シ ンポジウムな どの記録や治験論文 について は編集部で採否 を決定す る.
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4.論 文の訂正:査 読審査の結果,原 稿の訂正を求められた場合は,40日 以内に,訂 正 された原稿 に訂正点 を

明示 した手紙をつけて,前 記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること,な お,Editorの 責任において一部字句

の訂正 をすることがある.

5.校 正:校 正は著者による責任校正とする.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する,

6.掲 載:論 文の掲載は採用順を原則とする.迅 速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること.

(1)掲 載料は1頁 につき和文は5,500円,英 文は6,500円,超 過頁 は1頁 につ き7,000円,写 真の製版代,凸

版,ト レース代,別 冊,送 料などは別に実費を申し受ける.

(2)迅 速掲載には迅速掲載料 を要する,5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000円 を加算 した額 を

申し受ける.

(3)薬 剤の効果,測 定試薬の成績,治 療機器の使用などに関する治験論文および学会抄録については,掲 載料

を別途に申し受ける.

7.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

Information for Authors Submitting Papers in English 
 1. Manuscripts, tables and figures must be submitted in three copies. Manuscripts should be typed 

   double-spaced with wide margins on 8.5 by 11 inch paper. The text of all regular manuscripts should 
   not exceed 12 typewritten pages, and that of a case report 6 pages. The abstract should not exceed 
   250 words and should contain no abbreviations. 

 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, key words (no more 
   than 5 words), and a running title consisting of the first author and two words. 

 e.g.: Yamada, et al.: Prostatic cancer • PSAP 
 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. References 

   should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of superscript 
   numerals and should not be arranged alphabetically. 

 4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract should be 

   provided in Japanese. 
 5. For further details, refer to a recent journal.

編 集 後 記

最近ハワイ島のマウナ ケア(4,205m)に 巨大赤外線望遠鏡 「すばる」が取 り付 けられた.そ こで研究 して

いるある天文学者に聞いた話だが,「宇宙のはて」がみえるという.「はて」が見えるのなら,宇 宙に大 きさがあ

るといえる.計 算すると,宇 宙の大 きさを地球 とするならば,「水素原子一個」の大 きさが太陽に匹敵するとい

う.だ から,宇 宙の大 きさ:地 球=地 球:水 素原子×1/100と なる.

「宇宙のはてのその向こうには何があるのですか?」 との私の問に,そ の研究者は,「分か りません.そ れか

ら先は科学ではなく宗教の世界です1と 答えた.

今世紀 における分子生物学の進歩は目覚ましい.そ して,「すべての生命現象はDNAゲ ノムの中に情報化 さ

れインプットされている」 したがって 「精神現象も含めてすべての生命現象は分子 レベル,物 質 レベルで説明で

きる」 と,世 の中のことすべてが分かったような錯覚にとらわれやすい.し かし,わ れわれの身近にある宇宙で

も基本的に全 く分からないことがあることを思うとき,自 然科学の進歩をいたずらに誇ることは愚かに思えて く

る.宇 宙からみると水素原子1/100の 大きさの地球に生を受けた奇跡に,頭 をたれるのみである.

(吉田 修)
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